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研究成果の概要（和文）：道徳を探究する現代の学問分野群にとって、アリストテレスを始祖とする徳倫理学の
もつ可能性が注目されて久しい。本研究課題では、アリストテレス的徳倫理学のもつ優れたアイデアの一つであ
る「倫理的な反応が求められている状況において、道徳原則に頼ることなく適切な反応を可能とする〈道徳的な
性格〉」に焦点をあて、（１）現代の倫理学研究における「道徳的な性格」という考え方のもつ哲学的な意義を
検討し、そして（２）この考え方が狭義の哲学倫理学のみならず、道徳性を研究する今日の経験科学に対しても
つ可能性を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Virtue ethics, which is originally based on Aristotle's ethics, has been a 
center of moral philosophy. This research focused on the notion of moral character and investigated 
the philosophical significance of this notion. It also investigated further possibilities that the 
notion has towards empirical sciences which study the related issues.  

研究分野：哲学・倫理学

キーワード： アリストテレス　倫理学　徳倫理学　道徳　性格　状況　自然主義

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
アリストテレス由来の「道徳的な性格」という考え方は、現代の倫理学上の論争において登場するが、本研究課
題では、この考え方が倫理学研究にとって有益な視座を与える理由を、徳を巡る近年の具体的な論争に沿って議
論することで明らかにし、また、道徳性を研究する経験科学に対してもつ可能性についても、具体的な研究との
接点を指摘しながら明らかにした。これにより、今後の「道徳的性格」をめぐる研究を促進することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
「徳倫理学（virtue ethics）」とは、道徳的に適切な判断や行為の根拠を、人にそなわる「道
徳的な（有徳な）性格」に求める立場である。これは、個人に依拠しない普遍的な「原則・規則」
を個別的状況に適用することで道徳性が担保されるとする義務論や功利主義と対置される。義
務論と功利主義の二大理論による閉塞感のなかで、アリストテレスを現代に召喚するかたちで
1950 年代に再登場した徳倫理学は、「原則・規則」よりも「性格」を重視する反原則主義を標榜
することで、哲学理論として注目されるのみならず、人工妊娠中絶の倫理的是非といった現実社
会におけるさまざまな倫理的問題の解決の糸口を提供し、注目されている。他方で、「性格」な
どの心理学的概念を用いていることにより、経験科学の知見に基づいた批判もある。とりわけ、
パーソナリティ心理学や社会心理学の知見に基づいた、道徳的な性格の存在を否定する「状況主
義（situationism）」からの批判（Harman 1999; Doris 2002 など）と徳倫理学の間で分野を越
えた論争が起きている。 
 申請者はこれまで徳倫理学における「道徳知覚」を検討してきた（若手 B・平成 26-28 年度）。
そしてこの研究の流れの中で、「知覚」にとどまらない「道徳的な性格」という考え方そのもの
が倫理学的に重要な意義をもつことにあらためて気づき、当該の研究課題の最終年度にはそれ
に向けた考察を予備的に始め、その成果に好感触を得ていた。このように、本研究の背景は、研
究領域における流れと立花自身の研究の流れの二つから成り立っている。 
 
 
 
２．研究の目的 
 
道徳を探究する現代の学問分野群にとって、アリストテレスを始祖とする徳倫理学のもつ優れ
たアイデアの一つが「倫理的な反応が求められている状況において、道徳原則に頼ることなく適
切な反応を可能とする〈道徳的な性格〉」という考え方である。本研究では、この「道徳的な性
格」に注目し、（１）現代の倫理学研究における「道徳的な性格」という考え方のもつ哲学的な
意義を解明し、そして（２）この考え方が狭義の哲学倫理学のみならず、道徳性を研究する今日
の経験科学に対してもつ可能性を解明することを、研究目的とする。 
 
 
 
３．研究の方法 
 
研究の方法は、一般的な哲学研究のそれ、すなわち、文献の調査、分析、論点の洗い出しをもと
にした、焦点の選定とオリジナルの議論の構築である。本研究課題では、とくに（１）徳倫理学
と（心理学的・哲学的）状況主義との論争の含意について、先行研究では見落とされてきた視点
を提示すること、そして、それを踏まえつつ、（２）心理学以外の経験科学の分野を参照しなが
ら、道徳的な性格という考え方の哲学的な意義と学問的な可能性を検討することである。 
 
 
 
４．研究成果 
 
初年度にあたる平成２９年度は、道徳的な性格という、徳倫理学のもつ優れたアイデアの一つに
ついて、そうした性格の習得をめぐる問題の先行研究を調査し、検討した成果を発表した。また、
近年のニューロフィードバック研究をめぐる脳神経倫理学的考察を土台として、二つの論考を
刊行した。これらの論考を通じて、現代徳倫理学における道徳的な性格というもののもつ身分を、
習得という観点から検討することができた。さらに、有人宇宙開発における宇宙飛行士の精神・
心理的な側面での健康管理という宇宙医学・宇宙心理学研究に着目した論考も刊行した。この検
討を通じて、道徳的な性格の習得の仕方について、新たな角度から検討をすることができた。 
 ２年度目にあたる平成３０年度は、上述の二つの研究目的を架橋する研究に従事した。昨年度
にひきつづき、脳神経倫理学におけるモラル・エンハンスメント（神経科学技術を用いた道徳能
力の増強）をめぐる議論、また有人宇宙開発分野（とりわけ宇宙医学・宇宙心理学）における、
国際宇宙ステーション内での宇宙飛行士の社会的道徳的パフォーマンスの維持をめぐる研究を
参照しながら、さらにはキリスト教神学についての経験科学的研究なども取り入れ、経験科学と
文化的伝統の双方を統合することに取り組み、その成果を発表した。 
 最終年度となる平成３１年度（令和元年度）は、上記二つの解明のそれぞれ（および両者の繋
がり）について、これまでの研究成果をとりまとめ、その成果を論文や図書、学会発表などのか
たちで発表した。 
 三ヶ年度にわたる研究成果を通じて、本研究課題は概ね達成された。アリストテレス由来の
「道徳的な性格」という考え方は、現代の倫理学上の論争において登場するが、この考え方は倫



理的発達のさまざまな構成要素にとって重要な概念であり、それゆえまた、道徳性を研究する経
験科学にとっても、視座を与えるものであることを、脳神経科学研究と宇宙科学研究の二つの領
域に着目することで、明らかとなった。他方で、当然であるが、この考え方の意義と、そして限
界とが、すべて明らかにされたわけではない。これについては今後の課題としたい。 
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